
赤阪正純 (httpンクinupri web fc2.com)              点Pの居場所をつきとめろ

点 Pについてのベクトルの関係式が与えられたときに,点 Pが平面上あるいは空間内のどこに存在するの

かを考えることはとても重要な問題です 基本となるのはこれまでに何度も登場した次の 2つの >Pointく
です これらを手がかりに点 Pの居場所をつきとめよう

躍る大捜査線
点 Pの居場所をつきとめろ !
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OP=sOA+′ OBの とき,

S+′ =1 ⇔  点 Pは直線 AB上にある

OP=sOA十 ′OB+αOCの とき,

s+`十 %=1⇔ 点 Pは平面 ABC上 にある

t・・7本一イ

珍注 面積比が元の関係式の係数比に一致してい

辺 ABを 切 :π に内分する点 Pのベクトル表示
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C●tよくイ場プリよね

考え方 まずは,始点を△ABCの頂点の 1つで統一します (今回はAでやってみます)点 Pの位置が
決まれば面積比は簡単です.   ミ●力ヾ 末イルト r′

0 5AP+4BP+3CP=0 より,

5AP+4(AP― AB)+3(AP一 AC)=0 、こF莞几り

12AP=4AB+3AC
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解釈します このことから,辺 BCを 3:4に内分する点がDであることがわかります
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例 題 1 △ABCと 点 Pに対して,5AP+4BP+3CP=0の とき,点 Pの位置を調べ,さ らに三

角形△PBC,△ PCA,△PABの面積比△PBC:△ PCA:△ PABを求めよ
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例 題 2 四面体 ABCDと 点 Pに対して,AP+3BP+4CP+8DP=0の とき,点 Pの位置を調
べ, さらに四面体 PBCD,PCDA,PDAB,PABCの 体積比 PBCD:PCDA:PDAB:PABCを 求

め よ

考え方 ゃっぱり,ま ずは,始点を四面体 ABCDの頂点の 1つで統一します (今回|ま Aでやってみま
す)今回は空間内での作業になりますが,基本的な手法は平面の場合と全く同じです.特定の面や断面に
注目して考えることが最大のポイント 体積比は (底面積比)× (高 さ比)で計算します 底面積比は 例題
1 と全く同じ方法で求めることができるでしょう

0藤 +3静 +4昴 +8昴 =下 より,
AP+3(AP―AB)+4(AP―AC)+8(AP―AD)=0
16AP=3AB+4AC+8AD
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まず,底面の面積比△FCD
を求める.

△BCD=Sと おくと,
△FBC==ilS

:△ FDB:△ FBC
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(I勇
コ整 =Al,I勢 評壺 =ス子とぉく)

よって,点 Pは辺 BCを 413に 内分する点を E
とし, さらに線分 EDを 8:7に 内分する点を Fと

するとき,線分 AFを 15:1に 内分する点である
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疹注 Al=旦 生墜
十
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解釈します このことから,辺 BCを 413に 内分
する点がこであることがわかります

AF=二 全I≒
甘
旦全ユ = 7AE+8AD と解釈し

ます このことから,辺 EDを 8:7に 内分する点
が Fであることがわかります

平面 ABCに 注目して AEを考え,さ らに断面
AEDに注目して AFを考えたわけです

△FDB=S×今×]t=会 S
△FCD==S×♀×lL=iS
I △FCD:△ FDB:△ FBC
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次に,四面体 ABCDの 体積をア とおくと,
PBCD==可七y
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の注 体積比が元の関係式の係数比に一致してい
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